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を用いることで､枝分かれ核酸 12)･末端がキャップされた核酸 ･環状核酸等 13)､最も
よく用いられるリガーゼでは合成が不可能であった様々な構造を有する核酸の調整を
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C)環状核酸の調整
図3 天然にはないユニークな構造を持つ核酸の調整
信号の増幅 3本鎖の安定化 ナノ構造の構築
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図4 枝分かれ核酸を用いた応用例
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4.2任意のシトシンをウラシル-と変異させる
アデノシンデアミナーゼに代表される様に､生体内では塩基上のアミノ基を酸化す
る酵素があるが位置特異的な反応は行えない｡今回､既に開発済みの可逆的な枝分か
れ核酸合成反応を応用し､アミノ基の酸化反応と組み合わせることで､任意の位置の
シトシンをウラシル-と変異させることに成功した (図5)0
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新規変異蛋白調整法
図5 可逆的な核酸光連結を用いた応用例 (任意のシトシンをウラシル-と変異させる)
5.まとめと今後の課題
核酸を光化学的に操作する手法の開発は､従来の酵素を用いた遺伝子工学ではでき
なかった様な次世代遺伝子工学の開発につながる重要な基礎研究として位置づけるこ
とが可能である｡今後､実際に遺伝子レベルでの長鎖DNAに対して実際に適用可能な
技術であるかどうか検討する必要がある｡
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